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第７回議会報告会　レポート
～みんなで考えよう あったらいいね こんな相馬～

第１部　令和５年度事業の紹介

議会コメント

222222そうそうま市ま市議会議会だよだよりり

相馬市のホームページで発信・広報し
ています。また、令和５年２月にそう
ま移住定住総合窓口を開設し、対面
や電話、メールでの相談だけでなく、
ZOOMを活用したオンライン相談も
できるような体制を整えています。

この内容については、山中宣明議員
が一般質問を行っています。12、13
ページの上段に掲載していますのでご
覧ください。

この事業は地域少子化対策の国の施策によ
るものであるため、対象者についても国の
規定を基に設定しています。

結婚新生活支援に係る
助成金について

助成金の対象者に婚姻日の年齢を設
定しているのはなぜか？（大野）

都市計画基本図・地形図の作成に
係る経費について

この事業はどんな効果をもたらすのか？
（玉野）

相
て
ま

移住者の住宅取得支援
に係る経費について

この事業を県外の人にどのように発信・
広報するのか？（磯部）

第２部　車座トーク

議会コメント

議会コメント

空 き 家 問 題

３度の震災を受け、劣化した空き家が危険な状
態となっています。
現在、罹災証明書で半壊以上の判定となった建
物については公費で解体していますが、所有者
が複数であったり、不明な場合などは事業の適
応とならず、危険な状態が解消していないこと
は把握しています。
今後、民間の空き家の諸問題に対して、何かで
きることはないか議会として研究してまいりま
す。

議会コメント

企 業 誘 致

市はこれまでも優良な企業の誘致を進めており、
議会としても協力しています。
今後も優良な企業を誘致できるよう尽力してま
いります。

議会コメント

ＪＲ の 利 便 性 向 上

ＪＲの問題については、議会において、「基幹交
通網の整備促進に関する特別委員会」を設置し、
調査・研究しています。今後も市民の声を踏ま
え、利便性向上に取り組んでまいります。

議会コメント

若い人が働く場所が必要、優良な企業の
誘致をしてほしい！（大野・磯部）

ＪＲの利便性（相馬駅みどりの窓
口の再整備・ダイヤ改正・相馬駅
東口の設置等）を向上してほし
い！（大野）

相続人がわからない空き家が多くなって
問題になっている。空き家の調査プロ
ジェクト事業が必要ではないか？（大野）

→
市民からの意見

市民からの意見

市民からの意見

市民からの意見

市民からの意見

市民からの意見
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基盤整備については、個人の財産であるため、
行政が先頭に立って行うのは難しいと考えてい
ますが、今後、支援策等の研究を進め、よりよ
い事業となるよう地域の皆さまと協力してまい
ります。

議会コメント

玉野地区の道路整備については、浦島勇一議員
が一般質問を行っています。14、15 ページの下
段に掲載していますのでご覧ください。

議会コメント

玉野地区の地域振興

議会としても、各地区で少子化が進み、磯部地
区だけの問題ではないことを認識しています。
子どもたちの可能性、選択肢を増やしていくこ
とは大事なことと考えており、他自治体の事例
等を研究し、また、保護者や地区の方々の意見
を伺いながら、今後について一緒に考えてまい
ります。

議会コメント

少 子 化 問 題

るため

民間事業者によって、旧玉野小学校を利
用したウイスキー蒸留所ができるが、そ
の支援をお願いしたい。特に原料となる
トウモロコシ畑の基盤整備をお願いした
い！（玉野）

玉野ため池北側の道路の拡張などをお願
いしたい！（玉野）

磯部小学校の現在の児童数は 19 名となっ
ており、来年には 14 名になる予定であ
る。今後の児童数の減少についてどう考
えているのか？（磯部）

そ の 他 の ご 意 見 ・ ご 質 問

・福島県沖地震で道路に段差ができたが改善されていない。（大野）

・地震被害の復旧作業（道路等）について、しっかりと住民説明を行い、生活や商
売、観光に最低限影響のないように配慮すべき。（磯部）

・令和元年の台風で破損した初野・黒木地内小泉川上流の橋について、欄干もなく
なり危険なため修繕をすべき。（大野）

・道路ののり尻の雑草について、もう少し県や市などで草刈りなどの手入れができ
ないのか。（大野）

・県河川工事で河川堆砂を運搬するダンプの往来増による道路のわだちがひどい。
事業終了後に道路舗装の修繕をしてほしい。（大野）

・学区を自由にしてほしい。（磯部）

・山村留学制度を実施して自然豊かな地域で学ぶ機会を増やしてはどうか。（磯部）

・子どもたちの相馬への郷土愛が薄いと感じる。行政と民間が協力して、相馬か
ら離れても、相馬のために何かしたいと思えるような教育が大事ではないか。（磯
部）

・移住者に対して支援金の拡充や、市独自の支援策を設けて他地域との差別化を
図ってはどうか。（大野）
・住民を増やすために、無償住宅の提供などの大胆な政策が必要である。住宅を提
供して幼稚園、小中学校まで通える移住政策はできないのか。（磯部）
・婚活支援をしていくべき。（磯部）

・市内に産婦人科医がいないことは大きな問題である。（磯部）

・耕作放棄地が多いため、しっかりと対応していただきたい。（磯部）

・市の物品入札においてできるだけ市内業者を利用できる仕組みが必要ではない
か。（磯部）

・玉野地区に整備しているメガソーラーの固定資産税を玉野の振興に使ってほし
い。（玉野）

・玉野地区で介護サービスを行ってくれる相馬市の事業所がない。伊達市の事業所
を利用しているという状況を改善してほしい。（玉野）
・区長以外の方も参加するような議会
報告会にしてほしい。（玉野）
・議会報告会で出された住民意見の
その後について報告がほしい。（玉野）

そうそう 市ま市ま市議会議会議会だだよだよりり5555

市民からの意見

市民からの意見

市民からの意見

今後もいただいたご意見等を踏まえ、
よりよい相馬市を目指して取り組ん
でまいります！！
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設問 回答
問１
この報告会は何でお知りに
なりましたか。（複数回答
あり）

チラシ 市議会ホーム
ページ ＳＮＳ その他

19 1 4 5
問２
今回の報告会に参加してみ
ての感想をお答えくださ
い。

よかった どちらでも
ない よくなかった その他

22 5 0 2

問３
議会報告会に参加しやすい
曜日をお答えください。

平日 土曜 日曜・祝日 その他

14 8 1 2

問４
議会報告会に参加しやすい
時間帯をお答えください。

午前中 昼間（午後２
時～３時）

夕方（午後５
時～６時）

夜間（午後６
時～７時） その他

1 2 4 13 1
問５
今後、議会（本会議や委員
会）の傍聴をしてみたいと
思いますか。

してみたい どちらでも
ない したくない

13 9 0

合計回答数 28 回答率 96.55％

区分 人数 割合
年齢層

20～ 39 歳
男性 1 3.57％

女性 0 0％

40 ～ 59 歳
男性 3 10.71％

女性 1 3.57％

60 歳以上
男性 16 57.14％

女性 1 3.57％

記載なし 6 21.43％
男女別 男性計 20 71.43％

女性計 2 7.14％

記載なし 6 21.43％

合計 28 ※

アンケート回答者
年齢層・性別ごとの人数及び割合

※実際の参加者は 29名です。

設問ごとの回答結果

　ここでは、議会報告会
において回答いただいた
アンケートについて、年
齢層・性別ごとの人数及
び割合、並びに設問ごと
の回答結果をお知らせい
たします。

第７回 議会報告会
アンケート結果

相馬市出身。親元を離れ福島東稜高等学校看護学科から同
校看護専攻科に進み、看護師国家試験に合格。看護師免許
取得後、市内の相馬中央病院に就職。現在に至る。卓球が
好きで、向陽中学校、福島東稜高校でも団体で県３位に入
る等活躍‼

親元を離れて福島市の高校に行かれた理由は？

相馬市に戻ってきた理由は？

現在の仕事はどうですか？

相馬市について思うことは？

　相馬市議会では、毎年、「市民との意見交換の場」のひとつとして、議会自ら
が積極的に地域に出向き、直接、市民に対して議会活動の状況を報告し、市政
に関する情報を提供するとともに、市民の関心や意見を直接お聞きする貴重な
機会として議会報告会を開催しています。
　今回いただいたご意見やアンケート結果等を踏まえて、次回以降の議会報告
会について検討を進めてまいります。開催日等が決定しましたら改めてお知ら
せいたしますので、ぜひ次回以降の議会報告会にご参加ください。
　
　また、今回のレポートに紹介しきれなかったご意見等については、市議会の
ホームページに掲載しておりますので、そちらをご覧ください。（令和５年８
月１日公開）

会
た
年
及
と
い

相馬市議会　第７回議会報告会 検索

今号も前回に引き続き、相馬市に戻って活躍している若者を特集します‼
看護師になるために親元を離れ、福島市の看護科がある高校に通い、日々勉強を頑張って見
事、看護師国家試験に合格。現在は市内の病院で日夜患者のケアを行っている安倍未有さん
（22歳）に相馬に戻ってきた経緯と現在の仕事、そして相馬市について伺いました‼

中学時代、卓球の指導をしていただいた方の紹介
で初めて福島東稜高校を知りました。地元を離
れることの不安も大きく、とても悩みましたが、
将来の夢である看護師になるための看護学科が
あったことで最終的に進学を決めました。

看護師免許を取得して、学校の友達が多い福島市
の病院に勤めることも考えましたが、住み慣れた
自然の多い相馬市で勤務したいと考えるようにな
り、現在の病院に就職することに決めました。

最初は仕事についていくのがやっとで毎日が大変でした
が、入職してから３年が経ち、職場の上司・先輩に様々
な場面でサポートして頂いたおかげでだいぶ職場の雰囲
気にも慣れてきました。患者様のケアをした際に「あり
がとう」と言われるのが嬉しくて、もっと患者様の状態
が良くなるように尽くしていきたいなと思っています。
患者様とご家族に寄り添える看護師を目指して頑張って
いきたいです。

相馬市は山があって、海もあって自然豊かな環境なのが大
好きです。人柄も優しい方が多く、とても住みやすい
環境なので、そのような相馬市をもっとたくさん
の方に知ってほしいなと思っています。

好好好き
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５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
の

予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
上

の
位
置
付
け
が
２
類
相
当
か
ら
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
ま

た
、
公
立
相
馬
総
合
病
院
で
実
施
し
て
い
た
発
熱
外
来
診
察

室
が
５
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
勤
務
に
従
事
し
た

場
合
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支

給
規
定
を
廃
止
す
る
た
め
改

正
す
る
も
の
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
令
和
11
年
度
か
ら
の
県
内

税
率
統
一
に
向
け
、
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
、
県
が
示
し
て
い
る
標
準
税

率
に
近
づ
け
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
課
題
と
し
て
、
①

資
産
割
を
な
く
し
、
３
方
式
に
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
②
均
等
割
額
と
所
得
割
率
が
標
準
保
険
税

率
や
他
市
町
村
と
比
較
し
て
低
い
こ
と
、
③
赤
字

を
解
消
し
、
収
支
均
衡
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と

の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め

に
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
下
記
の
表
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
一
定
程

度
収
入
が
減
少
し
た
国
民
健
康
保
険
及
び
介
護
保

険
の
被
保
険
者
に
対
し
、
保
険
税
等
の
減
免
を
実

施
し
て
い
た
が
、
令
和
５
年
３
月
以
前
に
遡
及
し

て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
被
保
険
者
及
び

令
和
５
年
３
月
以
降
に
65
歳
に
な
っ
た
介
護
保
険

第
１
号
被
保
険
者
の
納
期
到
来
日
に
対
応
す
る
た

め
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

　

改
正
の
内
容
は
、
減
免
対
象
の
期
間
を
令
和
５

年
３
月
31
日
か
ら
令
和
５
年
10
月
２
日
に
改
正
す

る
も
の
で
、
特
別
調
整
交
付
金
の
交
付
要
件
と
な

る
納
期
が
翌
年
度
の
９
月
末
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
納
期
到
来
日
を
10
月
２
日
に
設
定
し
て
い

る
。
な
お
、
適
用
日
は
令
和
５
年
４
月
１
日
と

な
っ
て
い
る
。

第 51号

第 52 号

第 55 号

令和５年第３回６月定例会は、５
月 29 日から６月 16 日までの 19
日間の会期で行い、市長提案議案
８件を議決しました。
　ここでは、主な議案の内容と委
員会審査を含めた審議の経過など
について、お知らせします。

※平等割については、令和５年度の変更はありません。

国民健康保険税　令和５年度税率改正表
所得割 資産割 均等割 平等割※

令和４年度 令和５年度 令和４年度 令和５年度 令和４年度 令和５年度 令和５年度

医療給付分 6.69％ 6.85％ 15.26％ 11.45％ 20,000 円 22,600 円 23,300 円

　増減 +0.16％ -3.81％ +2,600 円 据置

後期高齢者支援金分 2.27％ 2.31％ 8.07％ 6.06％ 5,700 円 6,700 円 6,400 円

　増減 +0.04％ -2.01％ +1,000 円 据置

介護保険分 1.80％ 1.90％ 1.85％ 1.39％ 6,200 円 7,400 円 5,500 円

　増減 0.10％ -0.46％ +1,200 円 据置

合計 10.76％ 11.06％ 25.18％ 18.90％ 31,900 円 36,700 円 35,200 円

　増減 0.30％ -6.28％ +4,800 円 据置

　

令
和
４
年
度
の
減
免
の
実
績
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
は
、
２
社
に
対
し
て
約
２
，　

　
　
　
　

３
０
０
万
円
の
減
免
を
行
っ
て
い
る
。

　

国
の
法
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
原
子
力
発
電
施
設
等
立

地
地
域
指
定
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に
係
る
適

用
期
限
を
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
す
る
た
め
改
正
す

る
も
の
。

第 54号

令和２年４月８日から設置され、
令和５年５月 31日で終了となった

発熱外来診察室
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変 更 額 内　容

2,089 万 5,000 円 観光プロモーション業務委託料

540 万 2,000 円 消防団の防火衣等の購入費用

２億 6,667 万 3,000 円 相馬市学校給食調理等業務委託料

1,500 万円 相馬まちづくりプレミアム商品券助成金

169 万 8,000 円 国民健康保険特別会計の補正

補正予算の
主なもの

　

近
年
、
相
双
沖
で
多
く
水
揚
げ
さ
れ
て
い

る
天
然
ト
ラ
フ
グ
「
福
と
ら
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
宿
泊
予
約
特
設
サ
イ

ト
や
宿
泊
プ
ラ
ン
の
作
成
、
Ｗ
ｅ
ｂ
広
告
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
を
活
用
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
委
託
す
る
費
用
と
し
て
、
２
，

０
８
９
万
５
，
０
０
０
円
を
増
額
す
る
も
の
。

　

委
託
業
者
は
、
７
月
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
決
定
し
、
ト
ラ
フ
グ
の
シ
ー
ズ
ン

で
あ
る
９
月
か
ら
１
月
に
合
わ
せ
て
販
売
促

進
を
行
っ
て
い
く
。

福
と
ら
（
天
然
ト
ラ
フ
グ
）　

　
　
　

Ｐ
Ｒ
に
係
る
業
務
委
託
料

消
防
団
全
44
班
へ

　
　
　
　
　
　
　

防
火
衣
等
を
配
備

　

防
火
衣
、
防
火
帽
、
首
を
ガ
ー
ド
す
る
「
し
こ

ろ
」、
膝
カ
バ
ー
一
体
型
長
靴
を
44
セ
ッ
ト
購
入

し
、
消
防
団
全
44
班
に
１
セ
ッ
ト
ず
つ
配
備
す
る

費
用
と
し
て
５
４
０
万
２
，
０
０
０
円
を
増
額
す

る
も
の
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
額
補
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
定
及
び
国
民
健
康

保
険
事
業
費
納
付
金
額
の
確
定
に
伴
い
、
１
６
９

万
８
，
０
０
０
円
を
増
額
す
る
も
の
。

　

な
お
、
歳
入
減
及
び
歳
出
増
に
伴
う
不
足
分
と

し
て
、
国
民
健
康
保
険
基
金
か
ら
７
４
６
万
８
，

０
０
０
円
を
繰
入
し
、
補
正
後
の
基
金
残
高
は
１

５
８
万
６
，
０
０
０
円
と
な
る
。

天然トラフグ「福とら」
のコース例（上）と
「福とら」イメージキャ
ラクター（右）

　

費
用
の
内
訳
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　

宿
泊
予
約
サ
イ
ト
や
宿
泊
プ
ラ
ン
の

　
　
　
　
　

作
成
等
を
行
う
費
用
と
し
て
約
１
，
５

０
０
万
円
、
残
り
の
５
０
０
万
円
を
宣
伝
広
告
料
に

充
て
る
考
え
で
あ
る
。

」
と
ャ

宣
伝
広
告
料

　

消
防
団
に
お
け
る
防
火
衣
等
の
現
状

に
つ
い
て
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　

今
年
度
の
当
初
予
算
で
、
各
分
団
１

　
　
　
　
　

セ
ッ
ト
ず
つ
の
配
備
を
予
定
し
て
い
た

が
、
国
の
「
消
防
団
の
力
向
上
モ
デ
ル
事
業
」
及
び

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
採
択
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

当
初
の
予
定
に
加
え
て
、
消

防
団
全
班
に
１
セ
ッ
ト
ず
つ

配
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
３
年
間

の
学
校
給
食
調
理
等
の
業
務
委
託
料
と
し
て
、
債

務
負
担
行
為
補
正
の
追
加
を
行
う
も
の
。

　

限
度
額
は
２
億
６
，
６
６
７
万
３
，
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
業
務
委
託
し
て
い
る
の
は
９
校
で
、
令

和
８
年
度
か
ら
は
中
村
第
二
小
学
校
を
加
え
た
10

校
分
を
計
上
し
て
い
る
。

学
校
給
食
調
理
等
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
務
委
託
料

　

現
在
の
委
託
状
況
の
詳
細
を
問
う
。

　
　
　
　
　

現
在
直
営
で
業
務
を
行
っ
て
い
る          

　
　
　
　

学
校
は
４
校
で
、
委
託
し
て
い
る
学
校

は
、
大
野
小
学
校
、
磯
部
小
中
学
校
、
山
上
小
学

校
、
八
幡
小
学
校
、
日
立
木
小
学
校
、
中
村
第
一

中
学
校
、
中
村
第
二
中
学
校
、
向
陽
中
学
校
の
９

校
と
な
っ
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

　
　
　
　

商
品
券
に
係
る
助
成
金

　

毎
年
、
相
馬
商
工
会
議
所
で
行
っ
て
い
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
に
充
て
る
も
の
で
、

15
％
増
し
分
の
助
成
金
と
し
て
、
１
，
５
０
０
万

円
を
増
額
す
る
も
の
。
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
の
執
行
状
況
や
方
針
な
ど
を
質
問
し
、
市
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

内
容
を
要
約
し
、
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

12

都
市
空
間
情
報
デ
ジ
タ
ル
基
盤

構
築
支
援
事
業
に
つ
い
て

事
業
実
施
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
問
う
。

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
で
計
上
さ
れ
た
都
市
空
間
情
報
デ
ジ

タ
ル
基
盤
構
築
支
援
事
業
に
よ
っ
て
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
今
後
の
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
る
が
、
市
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
利
活
用
を
考
え
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
高
額
な
事
業
費
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
に

対
し
、
よ
り
詳
し
い
説
明
が
必
要
と
感
じ
、
質
問
す
る
。

事
業
実
施
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

市
は
、
本
事
業
に
お
い
て
作
成
す
る
３
Ｄ
都
市
モ
デ

　
　
　

ル
を
活
用
し
、
洪
水
や
津
波
の
浸
水
想
定
区
域
な
ど
を

立
体
的
に
可
視
化
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
浸
水
の
範
囲

や
深
さ
が
直
感
的
に
理
解
さ
れ
や
す
く
な
る
こ
と
で
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
等
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、本
事
業
は
、作
成
し
た
三
次
元
の
デ
ジ
タ
ル
地
図
デ
ー

タ
を
汎
用
的
に
誰
も
が
利
活
用
で
き
る
状
態
で
公
表
す
る
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
化
が
、
国
の
補
助
事
業
の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
市
民
を

は
じ
め
、
研
究
機
関
や
民
間
企
業
な
ど
が
自
由
に
利
活
用
し
、

様
々
な
分
野
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
サ
ー
ビ
ス
が
創
出

さ
れ
、
地
域
間
の
連
携
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
、
都
市
計
画
や
防
災
以
外
の
分
野
に
お

い
て
も
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の
活
用
を
図
る
べ
く
、
他
自
治
体
の

事
例
等
を
研
究
し
、
よ
り
質
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○ 

市
街
地
雨
水
排
水
事
業
に
つ
い
て

と
が
で
き
、
都
市
計
画
や
防
災
等
、
様
々
な
分
野
で
の
地
域
の

課
題
解
決
な
ど
に
活
か
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

市
に
お
い
て
も
、
市
内
全
域
に
お
け
る
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の

整
備
を
実
施
し
、
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
後
の
都
市
状
況
の
変

化
を
把
握
し
て
今
後
の
都
市
計
画
施
策
に
反
映
し
て
い
く
た
め

に
、
都
市
計
画
基
礎
調
査
の
実
施
と
都
市
計
画
基
本
図
の
更
新

を
、
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の
整
備
と
併
せ
て
行
う
こ
と
と
し
た
。

新政会

獺庭大輔 議員
が問う！

ご
み
問
題
に
つ
い
て

新

粗
大
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
問
う
。

　

粗
大
ご
み
は
処
理
施
設
へ
自
己
搬
入
、
も
し
く
は
回
収
業
者

へ
依
頼
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
や
障
が
い
の
あ
る
方
は
、
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
ず
、
ま

た
、
片
付
け
の
人
手
が
な
い
こ
と
や
費
用
の
面
で
躊
躇
し
処
分

で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
。
困
っ
て
い
る
市
民
に
寄
り
添
っ
た
収

集
方
法
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
、
質
問
す
る
。

内
の
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
へ
運
搬
と
処
分
を
お
願
い
す

る
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

　

粗
大
ご
み
の
処
分
に
か
か
る
費
用
は
、
大
き
さ
や
重
量
、
そ

の
材
質
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
処
分
費
用
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
へ
問
合
せ
す
る
よ
う
ご
案
内

し
て
い
る
。

　

市
は
、
粗
大
ご
み
の
収
集
、
処
分
に
つ
い
て
は
、
多
大
な
経

費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
の
社
会
情
勢
に

お
い
て
、
生
活
支
援
の
一
環
と
し
て
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
と
ら
え
、
財
政
面
を
は
じ
め
収
集
運
搬

事
業
者
、
処
理
設
備
の
状
況
な
ど
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

そうま市民の会

根岸利宗 議員
が問う！

５
類
移
行
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

そ

県
の
対
策
連
絡
調
整
会
議
と
市
の
関
係
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
５
月
８
日
に
５

　
　
　

類
感
染
症
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
県
は
「
新
型

　

５
月
８
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
法
上
の
分

類
が
２
類
相
当
か
ら
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
様
々
な
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
。

私
は
こ
の
方
向
性
は
妥
当
な
も
の
と
考
え
る
が
、
感
染
症
が
完

全
に
終
息
し
た
状
況
で
な
い
以
上
、
一
定
の
対
策
を
と
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

今
後
、
市
内
で
感
染
拡
大
し
た
際
の
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
入
院

　
　
　

が
必
要
な
患
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市
内
２
病
院
に

お
い
て
計
14
床
の
病
床
を
確
保
し
、
速
や
か
に
入
院
で
き
る
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。
ま
た
、
確
保
し
た
病
床
に
不
足
が
生
じ

る
事
態
と
な
っ
た
際
に
は
、
速
や
か
に
増
床
し
て
対
応
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
重
症
患
者
の
場
合
に
は
、
福

島
県
立
医
大
を
は
じ
め
と
す
る
各
病
院
間
の
連
携
を
も
と
に
、

適
切
な
医
療
機
関
に
転
院
さ
せ
る
と
い
っ
た
重
症
度
に
合
わ
せ

た
治
療
を
行
っ
て
お
り
、こ
の
体
制
は
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

　

加
え
て
、
高
齢
者
入
所
施
設
等
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
患
者
が
発
生
し
た
場
合
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
移
動

を
制
限
す
る
こ
と
で
施
設
内
で
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
対
策
等
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
状
況

に
応
じ
た
対
応
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
を
廃
止
し
た
が
、
今
後

の
感
染
拡
大
に
備
え
る
た
め
、
新
た
に
県
知
事
を
議
長
と
し
、

県
の
各
部
長
や
局
長
等
で
組
織
す
る
「
福
島
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
連
絡
調
整
会
議
」
を
設
置
し
、
県
内
に
お

い
て
感
染
拡
大
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
、
随
時
開
催

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
も
県
の
対
策
連
絡
調
整
会
議
で
決
定
さ

れ
た
方
針
を
踏
ま
え
、
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
会
議
を
開
催
し
、
適
切
に
対
応
策
を
協
議
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

新時代そうま

山中宣明 議員
が問う！

　
　
　
　

３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
は
、
地
形
は
も
と
よ
り
建
築
物
や

　
　
　

構
造
物
に
つ
い
て
、
可
視
化
し
て
立
体
的
に
再
現
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
も
の
で
、
都
市
情
報
を
高
度
に
捉
え
る
こ

　
　
　
　

市
は
、
現
在
、
直
接
粗
大
ご
み
の
収
集
を
行
っ
て
い

　
　
　

な
い
た
め
、
光
陽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
又
は
相
馬
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
市
民
が
直
接
持
ち
込
み
い
た
だ
く
か
、
市

不
法
投
棄
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

市
が
回
収
し
た
不
法
投
棄
の
量
は
、
平
成
30
年
度
が

　
　
　

６
．
２
ト
ン
、
令
和
元
年
度
が
８
．
１
ト
ン
、
令
和
２

年
度
が
５
．
８
ト
ン
、
令
和
３
年
度
が
６
．
１
ト
ン
、
令
和
４

年
度
が
21
．
７
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
に
つ
い
て

は
、
地
震
災
害
に
伴
い
不
法
投
棄
の
量
が
増
加
し
て
い
る
が
、

災
害
の
影
響
を
除
く
と
横
ば
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に

加
え
て
、
災
害
危
険
区
域
内
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
度
に
12
ト
ン
、
令
和
４
年
度
に
27
ト
ン
を
回
収
し
た
。

　

市
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
内
10
地
区
を
見
回
る
不
法
投
棄
監
視

員
に
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
ほ
か
、
市
民
の
皆
様
に
「
不
法
投
棄

を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」
と
の
意
識
醸
成
の
た
め
に
市
広
報
紙

等
で
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
一
部
に
心
無
い
行
為
が
み
ら
れ
る

の
も
事
実
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
不
法
投
棄
監
視
員
と
連
携
し
、
ま

た
、
啓
発
用
看
板
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、

不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

○ 

市
営
住
宅
の
今
後
に
つ
い
て
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本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
登
壇
か
ら
質
問
、
答
弁
を
含
め
１
時
間
以
内
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
馬
市
議
会
で
は
一
般
質
問
・
質
疑
は
通
告
す
る
こ
と
が
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

渇
水
対
策
に
つ
い
て

　

今
年
の
降
水
量
を
確
認
す
る
と
、
平
年
１
月
か
ら
４
月
ま
で

に
約
２
６
０
ミ
リ
の
降
水
が
あ
る
が
、
平
年
の
約
38
％
の
97
ミ

リ
し
か
雨
が
降
っ
て
い
な
い
。
昨
年
の
８
月
か
ら
12
月
も
平
年

の
60
％
と
雨
が
少
な
く
、
水
が
め
の
貯
水
は
大
丈
夫
な
の
か
非

常
に
不
安
を
感
じ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
市
内
へ
の
水
の
供
給
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

にじ

杉本智美 議員
が問う！

そうま市民の会

浦島勇一 議員
が問う！

玉
野
地
区
に
於
け
る
地
域
振
興

に
つ
い
て

そ

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
於
け
る
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
問
う
。

　

玉
野
地
区
の
課
題
や
振
興
策
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
質
問
し

て
き
た
が
、
改
め
て
本
会
議
や
各
常
任
委
員
会
等
の
議
事
録
を

再
読
し
な
が
ら
、
そ
し
て
過
日
開
催
の
議
会
報
告
会
に
お
け
る

地
域
住
民
の
方
々
の
声
を
届
け
る
た
め
に
伺
う
。

環
と
し
て
、
定
期
的
な
点
検
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も

引
き
続
き
、
計
画
的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
玉
野
た
め
池
脇
の
市
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
民
間

開
発
業
者
に
よ
る
太
陽
光
発
電
事
業
に
伴
う
工
事
車
両
の
通
行

量
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
、
同
事
業
に
お
い
て
市
道

路
面
下
に
ケ
ー
ブ
ル
線
の
埋
設
工
事
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
工
事
完
了
後
に
開
発
業
者
に
お
い
て
舗
装
の
全

面
復
旧
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

無会派

高橋利宗 議員
が問う！

福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

無

障
が
い
福
祉
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
問

う
。

　

１
月
に
「
相
馬
市
手
話
言
語
及
び
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

が
施
行
さ
れ
、
ま
た
、
昨
年
５
月
に
は
、
国
に
お
い
て
障
害
者

情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進

法
が
施
行
さ
れ
た
。
今
後
、
障
が
い
者
に
対
し
て
更
な
る
情
報

の
提
供
が
進
み
、
様
々
な
分
野
で
の
社
会
参
加
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
相
馬
市
の
障
が
い
福
祉
施
策
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
雇
用
の
各
関
係
者
と
、

　
　
　

障
が
い
者
団
体
、行
政
機
関
等
で
組
織
す
る
「
相
馬
市
・

新
地
町
地
域
自
立
支
援
協
議
会
」
に
お
い
て
、
障
が
い
者
の
就

労
や
社
会
参
加
、
発
達
障
が
い
を
含
め
た
、
障
が
い
児
へ
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
や
、
精
神
障
が
い
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
市
と

関
係
機
関
が
情
報
を
共
有
・
連
携
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
ご
と
に
、課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
検
討
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
す
べ
て
の

方
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
共
に
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
を
常
識
と
す
る
相
馬
市
」
を
目
指
し
て
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

し
て
、
就
労
移
行
支
援
や
就
労
継
続
支
援
、
自
立
・
生
活
訓
練

が
あ
り
、
３
月
末
日
現
在
で
、
市
内
外
の
施
設
も
含
め
、
１
４

２
人
が
利
用
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
昨
年
度
、
一
般
就
労
に

定
着
し
た
方
が
４
人
い
る
。

　

情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
、
市
は
、
１
月
に
、

「
相
馬
市
手
話
言
語
及
び
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
、

言
語
と
し
て
の
手
話
へ
の
理
解
と
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
手
話
奉

仕
員
養
成
講
座
な
ど
を
継
続
し
て
開
催
し
、
手
話
の
普
及
促
進

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
人
材
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　

障
が
い
者
の
社
会
参
加
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
が
作
成
し

た
作
品
や
商
品
の
展
示
・
販
売
を
行
う
た
め
、
障
害
者
週
間
に

合
わ
せ
、
障
が
い
者
支
援
施
設
等
が
、
市
役
所
１
階
の
御
仕
法

通
り
で
の
展
示
・
販
売
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
障
が
い
者
が
直

接
対
面
で
販
売
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　
　
　
　

就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

　
　
　
　

玉
野
地
区
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
待
避
所
や
側
溝

　
　
　

の
蓋
掛
け
な
ど
、
地
元
行
政
区
長
か
ら
の
要
望
に
応
じ

て
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
整
備
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

玉
野
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
市
道
の
維
持
管
理
業
務
の
一

生
活
用
水
・
工
業
用
水
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

生
活
用
水
及
び
工
業
用
水
は
、
主
に
真
野
ダ
ム
を
水

　
　
　

源
と
し
て
お
り
、
５
月
中
旬
に
お
い
て
貯
水
率
が
約

50
％
ま
で
低
下
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団
を
含

む
真
野
ダ
ム
水
利
権
関
係
団
体
で
構
成
さ
れ
る
、
福
島
県
真
野

ダ
ム
渇
水
調
整
協
議
会
が
５
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、「
現
段
階

で
取
水
制
限
等
の
対
応
策
を
講
じ
る
程
度
で
は
な
い
」
と
の
判

断
が
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
は
、
今
後
の
推
移
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
真
野
ダ
ム
の
過
去
最
低
貯
水
率
は
、
平
成
８
年
９
月

の
約
38
％
で
、
こ
の
時
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
相
馬
地
方
広
域
水

道
企
業
団
に
お
い
て
取
水
制
限
等
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

○ 

花
粉
症
対
策
に
つ
い
て

○ 

相
馬
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

　

 

計
画
に
つ
い
て

農
業
用
水
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

農
業
用
ダ
ム
で
あ
る
松
ヶ
房
ダ
ム
の
貯
水
率
は
、
水

　
　
　

稲
作
付
け
に
お
け
る
出
水
前
の
４
月
中
旬
に
お
い
て

73
％
で
あ
り
、昨
年
よ
り
貯
水
率
は
24
％
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

そ
う
ま
土
地
改
良
区
に
よ
る
と
、
例
年
田
植
え
時
期
に
要
す

る
松
ヶ
房
ダ
ム
の
必
要
な
水
量
は
最
大
貯
水
量
の
約
40
％
で
あ

り
、
松
ヶ
房
ダ
ム
の
水
を
利
用
す
る
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
今
年

度
、
水
不
足
の
た
め
作
付
け
が
出
来
な
か
っ
た
農
地
は
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

　

一
方
、
５
月
24
日
現
在
、
そ
う
ま
土
地
改
良
区
の
管
轄
外

で
、
沢
水
や
地
区
の
た
め
池
を
利
用
し
て
作
付
け
を
行
っ
て
い

る
水
田
９
筆
に
お
い
て
、
水
量
が
足
ら
ず
今
年
度
は
作
付
け
が

で
き
な
い
と
の
報
告
や
、
例
年
よ
り
用
水
の
取
水
が
遅
れ
て
い

る
た
め
こ
れ
か
ら
作
付
け
を
行
う
水
田
が
14
筆
あ
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

市
と
し
て
は
、仮
に
今
後
も
降
水
量
が
少
な
い
状
況
が
続
き
、

農
業
用
水
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
う
ま
土
地
改

良
区
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
玉
野
地
区
全
体
の
地
域
振
興
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
　
　

市
は
、
玉
野
地
区
の
住
民
の
健
康
や
生
活
を
守
る
た

　
　
　

め
に
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
の
お
出
か
け
に
使
用
で
き

る
「
患
者
バ
ス
」
や
、
移
動
販
売
車
の
「
チ
ャ
ル
メ
ラ
カ
ー
」

を
玉
野
地
区
で
運
行
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
旧
玉
野
小
学
校
の
利
活
用
事
業
者
と
し
て
決
定
し
た

株
式
会
社
Ｃ
Ｔ
Ｉ
ア
セ
ン
ド
は
、
休
耕
田
を
活
用
し
て
栽
培
す

る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
原
料
に
、
廃
校
を
活
用
し
た
蒸
留
所
で
ウ

イ
ス
キ
ー
の
製
造
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
資
源
の
活
用
や
農
業

の
活
性
化
に
も
貢
献
し
、
玉
野
地
区
の
特
性
を
活
か
し
た
持
続

可
能
な
新
た
な
事
業
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
も
地
元
住
民
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
同

事
業
者
と
連
携
し
、
本
事
業
が
長
期
的
に
成
功
を
収
め
、
玉
野

地
区
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
よ
う
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
旧
玉
野
中
学
校
に
つ

い
て
も
、
適
切
な
事
業
者
に
利
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
引

き
続
き
募
集
を
行
っ
て
い
く
。
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本
会
議
の
映
像
は
Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

にじ

横山和雄 議員
が問う！

観
光
に
つ
い
て

に

浜
の
駅
松
川
浦
の
拡
張
に
つ
い
て
問
う
。

　

浜
の
駅
松
川
浦
は
オ
ー
プ
ン
以
来
、
近
隣
自
治
体
、
県
内
、

県
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
松
川
・
原
釜
地
区
の
観
光

業
を
牽
引
し
て
い
る
。
今
回
、
拡
張
設
計
費
用
が
予
算
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
拡
張
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
の
か
、

ま
た
、
市
の
財
政
が
近
年
の
災
害
等
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て

き
て
い
る
中
、
拡
張
工
事
の
予
算
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

業
や
観
光
業
を
再
生
す
る
た
め
、
地
元
の
農
水
産
物
等
を
取
り

扱
う
物
販
・
観
光
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
の
一
つ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
令
和
２
年

10
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、オ
ー
プ
ン
以
来
、多
く
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
当
初
予
想
し
て
い
た
人
数
を
大

き
く
上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
浜
の
駅
松
川
浦
を
訪
れ
た
方
々
が
、
周
辺
の
飲
食
店

な
ど
を
訪
れ
た
り
、
市
内
の
他
の
エ
リ
ア
に
も
足
を
延
ば
し
た

り
す
る
周
遊
客
が
増
加
す
る
な
ど
の
賑
わ
い
が
見
ら
れ
、市
は
、

浜
の
駅
松
川
浦
の
集
客
に
よ
る
地
域
へ
の
波
及
効
果
が
十
分
認

め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
は
、
今
後
そ
の
波
及
効
果
を
さ
ら
に
大

き
く
し
て
い
く
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
の
各
商
店
街
や
飲
食

店
な
ど
へ
の
賑
わ
い
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
浜
の
駅
松
川
浦

に
お
け
る
施
設
面
で
の
問
題
解
消
を
含
め
て
、
今
般
、
増
築
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

　

増
築
工
事
費
つ
い
て
は
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
交
付
金
（
地
方
創
生
拠
点
整
備
タ
イ
プ
）
を
活
用
す
る
こ
と

を
要
望
し
て
お
り
、
現
在
、
国
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

市
は
、
今
後
、
指
定
管
理
者
で
あ

る
相
馬
市
民
市
場
株
式
会
社
と
、
ト

イ
レ
や
冷
凍
冷
蔵
施
設
の
増
設
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○ 

公
共
施
設
の
電
気
料
金
高
騰
に

　

 

係
る
対
応
に
つ
い
て

　
　
　
　

浜
の
駅
松
川
浦
は
、
東
日
本
大
震
災
の
福
島
第
一
原

　
　
　

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
風
評
を
払
拭
し
、
第
１
次
産

議案番号 件           名 審議結果

５４
相馬市原子力発電施設等立地地域指定
による固定資産税の不均一課税に関す
る条例の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

５５

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り収入が減少した被保険者等に対する
国民健康保険税及び介護保険料の減免
に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

原案可決

全会一致

５６ 令和５年度相馬市一般会計補正予算（第
３号）

原案可決

全会一致

５７ 令和５年度相馬市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）

原案可決

全会一致

本会議 日にち 内容 傍聴者数

１日目 ５月２９日（月） 議案の上程等 　２人

２日目 ６月　１日（木） 一般質問等 ８人

３日目 ６月　２日（金） 一般質問 ３人

４日目 ６月１６日（金） 議案採決 ０人

６月定例会
　　日程、内容、傍聴者数について
６月定例会の本会議の日にち毎の主な内容、
傍聴者数についてお知らせいたします。

　

食
費
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
特
に
受
け

る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の
生
活
支
援
の

た
め
、
４
，
３
７
８
万
８
，
０
０
０
円
を
増

額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
１
８
３
億
５
，

８
６
２
万
３
，
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

　

給
付
額
は
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円
で
、

給
付
対
象
者
は
、
①
令
和
５
年
３
月
分
の
児

童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
方
、
②
公
的
年

金
な
ど
を
受
給
し
て
お
り
、
令
和
５
年
３
月

分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
全
額
停
止
さ

れ
る
方
、
③
ひ
と
り
親
世
帯
の
方
で
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
直
近

の
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
る
水

準
に
下
が
っ
た
方
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
と
な
っ
て
い
る
。

５
月
９
日  

令
和
５
年
５
月
臨
時
会

５月臨時会の
映像はこちら

議案番号 件           名 審議結果

４９ 令和５年度相馬市一般会計補正予算（第
２号）

原案可決

全会一致

報告番号 件           名 審議結果

４
専決処分の承認を求めることについて
（相馬市税条例の一部を改正する条例に
ついて）

承　認

全会一致

５
専決処分の承認を求めることについて
（相馬市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例について）

承　認

全会一致

６
専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度相馬市一般会計補正予算
（第 13号））

承　認

全会一致

７
専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度相馬市光陽地区造成事業特
別会計補正予算（第７号））

承　認

全会一致

５月臨時会の審議結果

議案番号 件           名 審議結果

５０ 相馬市固定資産評価審査委員会委員の
選任について

同　意

全会一致

５１ 相馬市職員特殊勤務手当等に関する条
例の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

５２ 相馬市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例について

原案可決

全会一致

５３ 相馬市税特別措置条例の一部を改正す
る条例について

原案可決

全会一致

６月定例会の審議結果

す
。

浜の駅松川浦
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そうま市議会だより

令和５年８月１日号

そうま市議会だより

令和５年８月１日号

基
幹
交
通
網
の
整
備
促
進
に
関
す
る
特
別
委
員
会　

要
望
活
動
報
告

　

基
幹
交
通
網
の
整
備
促
進
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
、

６
月
26
日
及
び
27
日
に
国
土
交
通
省
や
復
興
庁
、
地
元
選

出
国
会
議
員
な
ど
へ
、
常
磐
自
動
車
道
の
４
車
線
化
の
早

期
実
現
を
求
め
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
先
：
国
土
交
通
省
（
本
省
及
び
東
北
地
方
整
備
局
）、

　
　
　
　

復
興
庁
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、

　
　
　
　

地
元
選
出
国
会
議
員
（
14
名
）

※
各
省
庁
及
び
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
へ
の
要
望
に
お
い
て

　

は
、
亀
岡
偉
民
衆
議
院
議
員
も
同
行
し
ま
し
た
。

要
望
内
容

　
「
常
磐
自
動
車
道
の
４
車
線
化
の
早
期
実
現
」

　

当
地
方
の
復
興
・
創
生
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
道
路
で
あ
る

常
磐
自
動
車
道
は
、
平
成
27
年
３
月
１
日
の
全
線
開
通
以
降
、

令
和
３
年
６
月
13
日
ま
で
に
「
い
わ
き
中
央
IC
〜
広
野
IC
間
」、

「
山
元
IC
〜
岩
沼
IC
間
」
の
４
車
線
化
工
事
が
完
了
い
た
し
ま
し

た
。

ま
た
、
令
和
元
年
９
月
10
日
に
は
「
高
速
道
路
の
安
全
・
安
心

基
本
計
画
」
の
中
で
、
常
磐
自
動
車
道
「
浪
江
IC
〜
山
元
IC
間
」

が
４
車
線
化
優
先
整
備
区
間
に
位
置
付
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で

に
「
浪
江
IC
〜
南
相
馬
IC
間
」
１.

９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
「
相
馬

IC
〜
新
地
IC
間
」
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
４
車
線
化
事
業
許
可
と

な
っ
た
ほ
か
、
令
和
４
年
３
月
30
日
に
は
、「
広
野
IC
〜
な
ら
は

SIC
間
」
５.

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
４
車
線
化
事
業
許
可
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
は
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
は
、
応
急
復
旧
を

速
や
か
に
実
施
す
る
た
め
の
資
機
材
や
支
援
物
資
・
人
員
の
輸

送
を
担
う
ほ
か
、
平
時
に
お
い
て
は
、
重
要
港
湾
相
馬
港
を
起

点
と
し
た
、
南
北
へ
展
開
す
る
国
内
産
業
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
重
要
な
道
路
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

相
双
地
方
か
ら
仙
台
市
や
い
わ
き
市
に
立
地
す
る
高
次
医
療
施

設
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
り
、「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
道
」
と

し
て
の
役
割
、
そ
し
て
冬
期
間
や
災
害
時
に
お
け
る
東
北
自
動

車
道
と
並
ぶ
東
京
〜
仙
台
間
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

の
役
割
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
移
行

後
に
お
け
る
交
流
人
口
拡
大
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
相
双
地
域
に
お
け
る
常
磐
自
動
車
道
は
、
約

90
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
長
い
暫
定
２
車
線
区
間
を
有
し
て

お
り
、
物
流
量
の
増
大
や
、
帰
還
困
難
区
域
の
復
興
に
伴
う
車

両
等
の
増
加
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
、
交
通
事
故
が
た
び
た
び
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
１
月
25
日
に
は
、
相
馬
IC
〜
新
地
IC
間
で
軽
自
動
車
と
大

型
ト
ラ
ッ
ク
が
正
面
衝
突
し
て
１
人
が
死
亡
す
る
重
大
事
故
が

発
生
し
て
お
り
、
更
に
、
令
和
４
年
６
月
７
日
に
は
、
南
相
馬

IC
〜
相
馬
IC
間
下
り
線
で
、
大
雨
に
よ
る
の
り
面
崩
落
に
よ
り

通
行
止
め
と
な
る
な
ど
、
相
双
地
域
の
交
通
に
た
び
た
び
支
障

を
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
常
磐
自
動
車
道
の
安
全
性
・
信
頼

性
の
向
上
や
代
替
路
と
な
る
国
道
６
号
の
機
能
強
化
が
必
要
で

あ
る
と
思
料
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
を
抱
え
る
当
地
方

の
特
異
性
も
十
分
に
考
慮
い
た
だ
き
、
並
行
す
る
国
道
６
号
も

含
め
、
常
磐
自
動
車
道
「
広
野
IC
〜
山
元
IC
間
」
の
全
線
４
車

線
化
を

早
期
に

実
現
し

て
い
た

だ
き
ま

す
よ
う

強
く
要

望
し
ま

す
。

←石田優復興庁事務次官
（左から５人目）に
要望書を手渡す委員長ら

→丹羽克彦国土交通省道路
局長（左から６人目）に
要望書を手渡す委員長ら

政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費として交付されるも
のです。相馬市議会では一人あたり月額１万円、年額１２万円を上限として交付し、残額は
市に返還することになっています。

会派名 新政会 にじ そうま
市民の会

新時代
そうま 無会派 無会派

会派構成 菊地 清次
獺庭  大輔
高玉  良一
波多野  広文
河内 幸夫
佐藤  満
立谷 耕一

門馬  優子
横山  和雄
畑中  昌子
杉本  智美
石橋 浩人

浦島  勇一
根岸  利宗

只野  敬三
山中  宣明

高橋  利宗 村松  恵美子
（R4.4 ～ R5.2）
（※申請なし）

収入 交付額 840,000 600,000 240,000 240,000 120,000 0

支出 調査研究費 557,403 520,252 0 92,520 0 0

研修費 0 5,572 0 0 89,380 0

広報費 0 0 0 0 0 0

広聴費 0 0 0 11,440 0 0

要請・
陳情活動費 0 0 0 0 0 0

会議費 0 0 0 0 0 0

資料作成費 0 0 0 0 0 0

資料購入費 0 0 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0 0 0

事務所費 0 0 0 0 0 0

支出合計 557,403 525,824 0 103,960 89,380 0

収支差引額 282,597 74,176 240,000 136,040 30,620 0

市への返還額 282,597 74,176 240,000 136,040 30,620 0

☆支出項目の説明

●調査研究費：市の事務、地方行財政等に関する調査研究費及び調査委託に関する経費
●研修費：研修会を開催するために必要な経費、または団体などが開催する研修会の参加に要する
　　　　　経費
●広報費：活動、または市政について住民に報告するために要する経費
●広聴費：住民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談などの活動に要す
　　　　　る経費
●要請・陳情活動費：要請、または陳情活動を行うために必要な経費
●会議費：各種会議、または団体などが開催する意見交換会など各種会議への会派としての参加に
　　　　　要する経費
●資料作成費：活動に必要な資料の作成に要する経費
●資料購入費：活動のために必要な図書、資料などの購入に要する経費
●人件費：活動を補助する職員を雇用する経費
●事務所費：活動に必要な事務所の設置、または管理に要する経費

単位：円

※過去の政務活動費はホームページでご確認ください‼

↓要望区間の図
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そうま市議会だより

令和５年８月１日号

ご意見・お問い合わせ：相馬市議会事務局　☎ 0244-37-2177　Eメ〡ル　gikai-jimu@city.soma.lg.jp

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　

委  

員  

長　

獺
庭
大
輔

　

副
委
員
長　

横
山
和
雄

　

委　
　

員　

山
中
宣
明

　

委　
　

員　

根
岸
利
宗

　

議
会
報
告
会
、
並
び
に
６
月
定
例
会

が
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
議
会
報
告
会

と
定
例
会
に
参
加
、
ま
た
は
傍
聴
に
来

ら
れ
ま
し
た
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
会

報
告
会
に
お
い
て
い
た
だ
い
た
質
問
・

意
見
に
つ
い
て
、
一
部
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
で
質
問
さ
れ
た
内
容
や

お
願
い
な
ど
に
つ
い
て
、
定
例
会
の
中

で
一
般
質
問
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
確
認

下
さ
い
。（
＊
相
馬
市
議
会
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
し
て
い
ま
す
。）

　

相
馬
市
議
会
は
、
市
民
の
皆
様
に
対

し
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
今
後
も

行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
時
節
が
ら
、
暑
い
日
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
ま
め
な
水
分
補

給
と
休
憩
を
心
掛
け
て
、
こ
の
夏
を
乗

り
切
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。　
（
山
中
）

９月定例会の会期日程（予定）

月　日 会　議 内　　容

９月　４日（月） 本会議 議案の提案と説明など
７日（木） 本会議 一般質問（１日目）
８日（金） 本会議 一般質問（２日目）

１１日（月） 委員会 各常任委員会（分科会）
１２日（火） 委員会 〃
１３日（水） 委員会 〃
１９日（火） 委員会 予算決算常任委員会
２２日（金） 本会議 議案の採決など

市議会は３月、６月、９月、１２月に開催しており、どなたでも傍聴すること
ができます。また、事前連絡も不要です。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に市役所２階の傍聴受付までお越しください。

次の定例会は

開会予定です。◆受付時間　午前９時３０分～

https://www.youtube.com/channel/
UCTpl1YDq5DKU2Oqt49cbe8g


